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論文内容要旨
研究目的
 痴呆を含む認知機能障害の研究診療施設で入院精査した軽ないし中等度痴呆の連続臨床症例
 から,新しい臨床診断基準に基づいてLewy小体をともなう痴呆(DementiawithLewybodies:
 DLB)の臨床症例を抽出して,Alzheimer病(AD)と比較検討し,その臨床特徴を明らかにす
 る。さらに年齢性別や重症度を統制したDLB群とAD群の間で,PETセ測定した局所脳糖代謝
 を比較検討し,DLBの局所脳代謝異常の特徴を明らかにする。
方法
 軽～中等度痴呆の連続327症例にconsortiumonDLBintemationalworkshop(CDLB)
 臨床診断基準とNINCDS-ADRDA診断基準を適用してDLB症例とAD症例を抽出し,両疾患
 群の年齢,性比,認知機能障害の罹病期間,MMSE得点,臨床症状などを比較した。さらに臨
 床診断されたDLB19症例と,年齢,性別,罹病期間,認知機能障害の重症度を一致させたAD19
 症例で,18F-fluorodeoxyglucose(FDG)とPETを用いて局所脳糖代謝率を測定し,Statistical
 parametricmappingによって両疾患群の代謝低下を比較検討した。
結果
 痴呆連続症例中15症例がDLBと,232症例がADと臨床診断された。DLBでは女性の比率
 がADより有意に低かったが(p<0.01),年齢,認知機能障害の罹病期間,MMSE得点に有意
 差はなかった。パーキンソン症状はDLB8症例(53%)とAD6症例(2.6%)に,幻視は
 DLB11症例(73%)とAD8症例(3.4%)に認められた。認知機能の変動はDLBの13症例で
 観察され,注意障害型と失見当型に分類できた。DLBでは8症例で系統的な妄想が,5症例で
 抗精神病薬への過敏性がみられた。一方,局所脳糖代謝率の比較分析では,DLBの側頭頭頂連
 合野と一次視覚野を含む後頭葉において,糖代謝がADより有意に低下していた。
結論
 DLBは痴呆症状が軽～中等度である時期においても特徴的な臨床像を呈し,局所脳糖代謝低
 下の空間的分布においてADと異なる特徴が認められた。この所見は両疾患の神経病理学的,神
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 経生化学的,神経心理学的な差異とも一致していた。今回の研究結果は,痴呆性疾患において
 DLBとADを臨床的に鑑別することが重要であることを示し,PETによる局所脳糖代謝率測定
 が両疾患の鑑別診断に有用である可能性を示唆している。
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 審査結果の要旨
 本研究論文はLewy小体をともなう痴呆(DementiawithLewybodies;DLB)をAlzheimer
 病(AD)との比較でその臨床特徴を明らかにし,局所脳糖代謝を比較検討したものである。
 軽～中等度痴呆の連続327症例からMNCDS-ADRDA診断基準を適用してDLB15症例と
 AD232症例を抽出し,両疾患群の年齢,性比,認知機能障害の罹病期間,MMSE得点,臨床症
 状などを比較した。さらに'8F-fluorodeoxyglucose(FDG)とPETを用いて局所脳糖代謝率を
 測定した。その結果臨床的事項では,DLBでは女性の比率がADより有意に低かったが(p<
 0.01),年齢,認知機能障害の罹病期間,MMSE得点に有意差はなかった。パーキンソン症状
 はDLB8症例(53%)とAD6症例(2.6%)に,幻視はDLBll症例(73%)とAD8症例
 (3.4%)に認められた。認知機能の変動はDLBの13症例で観察され,注意障害型と失見当型に
 分類できた。DLBでは8症例で系統的な妄想が,5症例で抗精神病薬への過敏性がみられた。
 一方,局所脳糖代謝率の比較分析では,DLBの側頭頭頂連合野と一次視覚野を含む後頭葉にお
 いて,糖代謝がADより有意に低下していた。
 DLBは痴呆症状が軽～中等度である時期においても特徴的な臨床像を呈し,局所脳槽代謝低
 下の空間的分布においてADと異なる特徴が認められた。この所見は両疾患の神経病理学的,
 神経生化学的,神経心理学的な差異とも一致していた。今回の研究結果は,痴呆性疾患において
 DLBとADを臨床的に鑑別することが重要であることを示し,PETによる局所脳糖代謝率測定
 が両疾患の鑑別診断に有用である可能性を示唆したもので,学位に値するものである。
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